
　「なぜ、夜は暗いのだろう?」こんな当たり前の事
を不思議に思い、考えた人物がいます。
　諸説あるのですが、本稿ではドイツの医師で、物理
学・天文学者でもあったヴィルヘルム・オルバース

（1758年 - 1840年）という人物のエピソードをご紹
介します。オルバースの疑問は、後に膨張宇宙説とし
て証明されることになりました。
　かつて宇宙は無限の大きさで、無数の星が有ると考
えられていました。昼には太陽があり、明るい。しか
し、夜であっても無数の星が光りを反射しているなら
ば、夜も昼と同様に明るいはず。なのに、なぜ夜は暗
いのだろう。と、オルバースは疑問に思ったそうです。

　その様な疑問を心に宿したある日、散歩にでかけま
した。森に差し掛かると、木々の葉によって空が覆い
隠され、見えなくなりました。当たり前の現象ですね。
ですが、オルバースは「無数の葉で空が見えなくなる。
なのに、無数の星が有る夜は暗い。」この二つの矛盾
をヒントにある気付きをひらめいたそうです。もしも、
木々の葉がどんどん遠ざかっていたならば、空が見え

るようになる。ということは、星々はものすごい速度
で遠ざかっているのではないか?　遠ざかる速度が光
より速いから、地球に届く光が少なくて夜が暗くなる。
という仮説を立てました。
　現代では、ハッブル宇宙望遠鏡の観測に基づき「宇
宙は膨張している」という結論に至っています。
　宇宙は膨張している。今では知識として定着してい
るこの事を、200年前に思考した。この点が今回のメ
インテーマです。

●礎と未知への挑戦　
　モノづくりの構造を大きく替えたキーワードの一つ

「ファブレス」。工場（fab）を所有しない製造業とい
うビジネスモデルです。コンセプト（かつて無い新し
い発想）と、それを実現させる設計を行い、製造・組
立は委託。そして、マーケティングとアフターで収益
性を高めていく。様々なビジネスモデルが有るので、
一概にはいえませんが、おおよそこの様な流れです。

　製造や組立をないがしろにしているのではありませ
ん。製造業は、「乾いた雑巾を絞る」というコスト意
識のプロセスであり、製造の量によって大きな利益額
を生み出してきました。確実・事実・根拠という「実
証された知識」によって裏付けされるプロセスです。

「知識」という過去からの積み重ねこそが、利益を支
える強固な礎です。この礎が強固であるからこそ、フ
ァブレスは実現可能といえます。
　反面、コンセプトやデザインは、過去の応用では限
界が生じます。夜はなぜ暗い?というような、突拍子
もない発想から生まれます。知識としての裏付けがな
い新領域への挑戦、未知へのチャレンジ。それが、コ
ンセプトやデザインの領域です。知識とは過去の積み
重ね。しかし、知識の及ばない領域にチャレンジする
時に必要なのは「思考」です。知らないこと、わから
ないこと、実証できていないこと、それらを考える力
です。

なぜ夜は暗いのか
この連載ではBtoB分野のマーケティングを「目からウロコが落ち
たように」くっきりスッキリと理解していただき、今すぐ使える手
法と発想をお届けします。

はじめてのBtoBマーケティング
目からウロコがぽろぽろ落ちる連　載
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　マーケティングとアフターについては、スペースの
都合で割愛します。

●コンセプトがロケットを作らせ、宇宙に飛ばす
　ニーズ（必要性）に応えれば売れる。ウォンツ（欠
乏感）を満たせば売れる。ソリューション（課題解決）
をすれば売れる。これらは、マーケティングにおける
常識とされてきました。
　しかし、身の回りを見て、あなたの必要性や欠乏感
や課題意識に応えた製品やサービス・商品はいくつあ
りますか? ニーズやウォンツ、ソリューションが大切
であることに間違いはありません。しかし、今日では
通用しないことの多い、古いメソッドだといえます。
　誰も気が付かなかった、誰も求めていなかったけれ
ど、その考えが世に提示されると「人々を動かしてし
まう新しい概念」。この概念のことをコンセプトとい
います。オルバースの疑問は「コンセプト」に相当し
ます。200年前に、遠くの星々は光速よりも速いスピ
ードで遠ざかっているというヒラメキ。このヒラメキ

（新しい概念）が、ロケットに望遠鏡を搭載して宇宙
に打ち上げる出来事を作りました。コンセプトにより、
研究開発が動きはじめ、設計・製造・組立、そしてロ
ケット発射へとつながっていった。いささかロマンチ
ックな解釈かも知れませんが、革新性は常にコンセプ
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トから始まっています。
　コンセプトの裏付けを求める事は少なからずあるで
しょう。しかし、コンセプトの裏付けは、多くの場合
不可能です。なぜならば、過去には無い、新しい「気
付き」だからです。この点を履き違えてしまうと、優
れたコンセプトを潰してしまうことになります。
　「コンセプト」と、「製造と組立」の両足が揃ってこ
そ、歩みが始まります。右足だけが前に出ても、左足
だけが急いでも、堂々巡りに陥ります。
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